
町
民
憲
章

曰

輛

．■
・

日

り

じ

ン

ンサー た

リ

に

にに

6 月 第の 3 曜 父 のは
′ヽ 、ど は頃 保 育

罐
¬̀
「

や 1交 な

さお母 がん し
ノ
ヽ が多機会 じ つよ

の さが 日ばか は お 父で す

役んが主
6 12 はで月 日 森F可 育保 園

5■」L 周0 を年 ′ふ言己 てし :日 の創

とさ 同 年 代 館の童謡ん達

木野村 )(久 歌専 属 ア手 イゲ を

て コ ιを行ト しま

ベやし 幼と し を頃 思なお

ι せさ る さ出 童 謡 お父 ん 達 も

つ童 心 子て もど 一 緒 歌とり尋
ヽつ て し ま たし

■

すばらしい歌声のアゲインのお二人

コンサートの後は、慈愛
園園長の潮谷義子さんの「未
来にはばたく子どもたち
のために」と題した請演に
お父さんやお母さんは熱
心に聞き入つていました。

1.水と緑と土のにおい、いつぱいの住みよい町にします。

2.伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。

3.老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします。

4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。

5,スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町にします。

い

き
い
き
芸
術
体
験

こ
の
花
は

「
ケ
ナ

フ
」
の
花

で
す
。
地
球
温
暖
化
防
止
が
叫

ば
れ
る
中
、
炭
酸
ガ
ス
を
他

の

植
物

の
数
倍
も
吸
収
す

る
植

物
と
し
て
今
、
注
目
を
浴
び
て

い
ま
す
。

エ
ル

ニ
ー

ニ
ョ
現
象
は
終
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す
ば
ら
し
い
演
奏
に
子
ど
も
た
ち
も
満
足
！

六
月
十

一
日
、上
色
見
小
学
校
体
育
館
で
、

中
国
か
ら

二
胡
と
い
う
楽
器
の
天
才
奏

者
姜
建
華
さ
ん
と
、
中
国
琵
琶
の
伝
統
を

引
き
継
ぎ
、
現
在
日
本
で
活
躍
中
の
楊
宝

元
さ
ん
を
招
い
て
、
い
き
い
き
芸
術
体
験

教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
ほ
ん
も
の
の

芸
術
を
肌
で
感
じ
て
芸
術
感
覚
を
身
に

つ
け
て
も
ら
お
う
と
毎
年
教
育
委
員
会

が
主
催
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

「ラ
ス
ト
エ
ン
ペ
ラ
ー
」
の
テ
ー
マ
曲
や
、

「荒
城
の
月
」
、
重
謡
の
「赤
と
ん
ぼ
」
等
の

演
奏
に
子
ど
も
た
ち
は
魅
了
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
空
山
鳥
語
と
い
う
中
国
の
自
然

を
歌

っ
た
曲
で
は
、
上
色
見
小
学
校
が
愛

鳥
校
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

中
国
の
自
然
の
美
し
い
様
子
が
目
に
浮

か
ぶ
よ
う
な

二
胡
の
演
奏
に
特
に
感
激

深
げ
で
し
た
。

、
息

に
向

か

っ
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
地
球

の
温
暖

化
は
進
行
中
で
す
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
昨
年
、
高
森
中
学
校
で
は
環
境
問
題

を
取
り
上
げ
文
化
祭
な
ど
発
表
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

一
つ
と

し
て
、
ケ
ナ
フ
を
栽
培
し
ま
し
た
。
春
に
蒔
い
た
種
か
ら
秋
に

は
四
メ
ー
ト
ル
程
に
大
き
く
育
ち
、
オ
ク
ラ
に
似
た
花
が
つ
き

ま
し
た
。

今
年
は
、
役
場
で
も
育
て
て
い
ま
す
の
で

一
度
の
ぞ
い
て
見

て
は
い
か
が
で
す
か
。
誰
の
た
め
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
た

ち
の
た
め
、
子
孫
の
た
め
大
切
な
地
球
を
き
れ
い
な
地
球
で
残

し
ま
し
ょ
う
。

「サ
マ
‥
・エ
コ
！
・ス
タ
イ
ル
」実
施
中

町
役
場
で
は
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り

組
む
た
め
、
六
月
二
十
五
日
か
ら
九
月
二
十
日
ま
で
「サ
マ
ー
・

エ
コ
ー
・ス
タ
イ
ル
期
間
」
と
し
て
、
県
庁
と
同
様
の
取
扱
い
で
、

冷
房
の
設
定
温
度
を
二
十
八
度
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
上
着
無

着
用
及
び
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
等
の
軽
装
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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だ
か

わ
か
り
ま
す
か
？
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平成ηO)年

第2回
6月 15日

～19日
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′

第48回 “社会を明るくする運動"

もう一度 その芽をのばす やさしい目

7月 を強調月間とする「社会を明るくする運動」

は、すべての国民が犯罪の防止と罪を犯した人た

ちの更生について理解を深め、それぞれの立場に

おいて力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会

を築こうと法務省が主唱する全国的な運動です。

第48回を迎える今年は、「地域住民の理解と協力

により、犯罪・非行を防止し、罪を犯 した人や非

行に陥った少年の更生を支える」を重点目標とし

て運動を展開していきます。

町の次代を担う少年を非行から守 り、非行に

陥った少年の立ち直 りを助けるため、今後も理解

と協力の和を広げましょう。

阿蘇地区保護司会 南部分会

(2)

平
成
九
年
度
事
業
の
内
、
次
の

事
業
を
平
成
十
年
度
に
繰
り
越
す

こ
と
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

■
教
育
費

町
民
体
育
館
連
絡
橋
整
備
事
業

（休
暇
村
～
山
村
広
場
連
絡
橋
整
備
事
業
）

繰
越
額
　
二
千
三
百
万
円

■
災
害
復
旧
費

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

繰
越
額
　
四
千
二
百
五
十
二
万

五
千
円

統

一
の
た
め
、　
一
部
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

■
認
可
地
縁
団
体
の
印
鑑
証
明
事

務
処
理
要
領

の
制
定

に
伴

い
、
台

帳
の
写
し
の
証
明
書
及
び
印
鑑
登

録
証
明
書
の
手
数
料
を
徴
収
す
る

た
め
、
手
数
料
条
例
の

一
部
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

■
在
宅
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
事
業
国
庫
補
助
交
付
基
準
変

更
の
た
め
、
在
宅
老
人
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
費
用
徴
収
条

例
の

一
部
改
正
が
さ
れ
ま
し
た
。

―
■

平
成
十
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

事
務
費
な
ど
経
常
的
経
費
の
増

減
や
、
平
成
卜
二
年
度
よ
り
導
入

さ
れ
る
介
護
保
険
に
伴
う
介
護
保

険
推
進
事
業
費

に
七
百
八
万
五
千

円
の
追
加
や
、
防
火
水
槽
二
基
設

置
に
伴
う
消
防
施
設
費
百
二
十
三

万
七
千
円
の
追
加
等
歳
入
歳
出
そ

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受

付
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

■
と

き
　
七
月
二
十
四
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

母

子
家

庭

相

談

県
の
専
門
の
相
談
員
が
生
活
や

悩
み
ご
と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
と

き
　
七
月
十
六
日

（本
）

午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で

■
と
こ
ろ
　
役
場

第

一
委
員
会
室

れ
ぞ
れ
千
三
百
三
十
七
万
六
千
円

を
追
加
し
て
、
平
成
十
年
度
予
算

総
額
が
四
十
八
億
六
千
八
百
三
十

七
万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

■
老
人
保
健
特
別
会
計

諸
収
入
と
繰
越
金
の
歳
入
増
や

九
年
度
の
県
支
出
金
精
算
金
な
ど

に
よ
り
、
千
五
百
六
十

一
万
九
千

円
を
追
加
し
て
、
総
額
十
億
九
千

七
十
九
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

議
会
の
同
意
が
求
め
ら
れ
た
も
の

町
監
査
委
員
本
多
典
生
氏
の
辞

職
願
い
の
提
出
に
伴
い
新
監
査
委

員
に
国
Ｌ
義
人
氏

（村
山
）
を
選

任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の

同
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

土
地

・
建
物
や
商
業

・
法
人
の

登
記
で
お
困
り
の
人
は
い
ま
せ
ん

か
。
登
記

。
人
権
の
こ
と
で
お
困

り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下

さ
い
。
相
談
無
料
で
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。

■
と
　
き
　
七
月
十
五
日

（水
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

■
相
談
員
　
熊
本
地
方
法
務
局
阿

蘇
支
局
員

・
地
元
人
権
擁
護
委
員

地
域
を

ま
ち
を

人
を

守
り
ま
す
！

高
森
町
防
災
会
議
開
催

繰
越
明
許
費
に
つ
い
て
の
報
告

条
例
の

一
部
改
正

■
地
方
税
法
改
正
に
基
づ
き
、
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

■
嘱
託
駐
在
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
条
例
が
関
係
条
例
の
題
名

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心

配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。
地
元
民
生
児

童
委
員
の
心
配
ご
と
相
談
員
が
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

草
部
地
区

■
と
　
き
　
七
月
十
五
日

（水
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
草
部
基
幹
集
落
セ
ン

タ

ー

野
尻
地
区

■
と
　
き

七
月
二
十
二
日

（水
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
野
尻
林
業
セ
ン
タ
ー

高
森

・
色
見
地
区

■
と
　
き
　
八
月
五
日

（水
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

心
配
ご
と
相
談

　

　

　

年
　
金
　
相
　
談
　
　
　
登
記

菫
人
権
相
談

一
般
会
計
補
正
予
算

・
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

一
般
会
計
予
算
の
総
額

四
十
八
億
六
千
八
百
三
十
七
万
六
千
円

町
監
査
委
員
に
田
上
義
人
氏

（村
山
）
を
選
任

20ツ 19
日 ク 日

●  ●

●

法
律
相
談

（無
料
）

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。

■
と
　
き
　
七
月
十
八
日

（土
）

午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

●

診
療
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

７
月

１２
日

立

野

病

院

Ｔｅ‐
③

‐０
１
１
１

み
な
み
阿
蘇
ク

Ｔｅ‐
⑦

‐２
０
３
０

藤

本

医

院

Ｔｅ‐
⑦

‐Ｏ
０
２
０

平

田

医

院

Ｔｅ‐
②

‐０
２
１
６

馬
原

内
科
医
院

Ｔｅ‐
②

‐０
６
４
６

東
　
医
　
院

制
②
‐０
３
０
９

中

村

医

院

Ｔｅ‐
⑦
‐２
３
３
３

立

野

病

院

Ｔｅ‐
③
‐０
１
１
１

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
の
興

奮
も
覚
め
や
ま
ぬ
今
日
で
す
が
、
さ

す
が
に
世
界
の
壁
は
厚
か

っ
た
と
い

う
の
が
実
感
だ

っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
勝
敗
の
如
何
に
関
わ
り

無
く
満
足
感
を
与
え
て
く
れ
る
の
が

本
当
の
ス
ポ
ー
ツ
で
は
。
残
念
な
が

ら
今
日
の
ス
ポ
ー
ツ
は
見
る
人
も
、

す
る
人
も
勝
負
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て

は
い
ま
せ
ん
か
？

梅
雨
時
期

の
は
な
し

の
ぶ

コ
ン

サ
ー
ト
雨
に
遭
う
の
は
当
然
の
こ
と
。

ま
し
て
野
の
花
に
捧
げ
る
コ
ン
サ
ー

ト
で
す
か
ら
野
の
花
が
満
足
な
ら
ば

そ
れ
で
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
実
行
委
員
に

文
句
を
言
う
方
々
を
た
く
さ
ん
見
か

け
ま
し
た
。
今
後
の
課
題
と
言
う
こ

と
で
ご
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
い

い
の
で
す
が
。　
　
　
　
　
　
　
田
浩

７
月

リ

ニ

７
月

8
月
23
日

8
月
16
日

8
月
9
日

8
月
2
日

7
月
26
日

*都合により変更になる場合があります。 阿蘇広域行政事務組合消防本部

テレホンサービスでお確かめください。 電話 0967-34-0099

六
月
十
二
日
、
消
防
団

・
消
防

署

・
警
察
署

・
町
等
に
よ
る
高
森

町
防
災
会
議
が
林
業
総
合
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
の
防
災
計
画
や
災
害
発
生
時

の
復
旧
や
救
護
を
い
か
に
早
く
行

う
か
な
ど
、
具
体
的
な
災
害
対
応

策
が
話
し
合
わ
れ
た
も
の
で
す
。

阪
神

・
淡
路
大
震
災
を
教
訓
に

町
や
、
国

・
県
で
も
災
害
対
策
に

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
い

か
な
る
災
害
が
起
こ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
家
庭
や
職

場
、
地
域
で
も
防
災
対
策
を
話
し

合
い
、
出
来
る
限
り
の
対
応
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

「
引

″
」ｍ編
仁三
フ甲ヽ

後
=二

‐■

=rd
ロ ロ

1     7月 は機械設備点検のため、 3日 間休館

(19)今 度 の 温 泉 館 休 館 日 7月 14日 口15ロ ロ16日 /8月 19日 させていただきます。申し訳ありません

がご協力をお願いいたします。

1998.5月 受付分

赤 ち ゃん
たん撥ょう
芹口 美那ちゃん
(芹 口)4.30生

村上康之助ちゃん
(小倉原)5.2生

後藤 海斗ちゃん
(旭通) 5.19生

士 高 森 ・ 下 町
子 高 森 ・ 下 町 5.1

ｎ
Ｏ
　
　

　
　

ｒヽ
）
　

　

　

０
６

５

　

　

　

５

　

　

　

５

原
町
　
和
市
　
宿
湾

前

アコ
　
昭
　
　
の

。

一
と

き

　

　

。
本
　
峰

師
の
　
森
　
　
・

上

一
　

一局
熊
　
中

台

善

子
　
宏
苗
　
長
瑛

おくやみ    慶鶴:,

もうしあげます 踊写
所 御 遺 族 続柄 死 亡 者

村 甲斐 ウメ 夫 甲斐 継弘

町 山本 誠二 父 山本 盛親

倉 佐藤 徳子 母 佐藤ユクヱ

善 意 の灯
ありがとうございました

(奇解亦略)

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返 し>山 本誠二 甲斐喜代記

人口の動き

(5月 末 日現在 )

世帯数  2,593 ( 0)
男  3,832(-4)
女  4,148(-4)

総 数 7,980(-8)

市 )

が く

佐 藤

みずき

工藤 瑞希ちゃん

駒市)

四街道

藤 和ヌ塁 子 良県生奈

(千葉県

陽村長

えな

父

母

85
9

雄
美

民
直

父
母

(旭通) 5.21生

お幸せに

/本 川 勝
(ヽ田 上)龍

/佐 藤 武
、(村 上)和

/住 吉 泰 |

、(小 川)早

/二 子 石富
陳ヽ    戒 :

敬一郎
直 美

父 孝 年

母 正 子

健 夫
あゆ美

_父
メ
 1,1

女

男

男

年齢

ふれあいと 対話が築ぐ 〃るい社会

休
日

在
宅
医



児
童
扶
養
手
当
の
改
正

自

衛

官

募

集

来
年
卒
業
す
る
高
校
生
の
み
な

さ
ん
。
陸

・
海

・
空
の
自
衛
官
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
自
衛
隊
の
様
々

な
分
野
で
専
門
的
な
仕
事
に
頑

張

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
各
コ
ー
ス

の
試
験
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（応
募
資
格
、
十
八
歳
以
上
二
十

七
歳
未
満
の
男
女
）

詳
し
い
事
は
自
衛
隊
阿
蘇
募
集

事
務
所
ま
た
は
役
場
の
自
衛
隊
募

集
担
当
ま
で
ど
う
ぞ
。

ＴＥＬ
０
９
６
７

・
３
４

・
０
３
４
８

熊
本
県
制
〓
薔
一首
の

一

お
知
ら
せ

熊
本
県
で
は
、
最
近
の
経
済
状
況

に
配
慮
し
て
、
次
の
資
金
を
創
設
し

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
、
【熊
本
県
経
営
支
援
特
別
資
金
】

売
り
上
げ
が
減
少
し
て
い
る
中
小

企
業
の
経
営
安
定

の
た
め
の
資
金

で
す
。

◆
融
資
対
象
者

一
定
割
合
以
上
売
り
上
げ
が
減

少
し
て
い
る
中
小
企
業

◆
融
資
限
度
額２

、
０
０
０
万
円
以
内

◆
資
金
使
途
　
運
転
資
金

◆
融
資
利
率

年
１

・
７
５
％
以
内

◆
融
資
期
間

７
年
以
内

（う
ち
据
置
１
年
以
内
）

◆
信
用
保
証
　
す

べ
て
信
用
保
証

協
会
の
保
証
付

（保
証
料
０
・
７

５
％
）

◆
申
込
先
　
高
森
町
商
工
会

二
、
【熊
本
県
商
店
街
活
性
化
資
金
】

商
店
街

の
空
き
店
舗
を
利
用
し
て

出
店
又
は
新
規
開
業
す
る
た
め
の

資
金
で
す
。

◆
融
資
対
象
者

商
店
街

の
空
き
店
舗
を
利
用
し

て
出
店
又
は
新
規
開
業
し
よ
う

と
す
る
者

◆
融
資
限
度
額

出
店
３
、
０
０
０
万
円
以
内

運
転
資
金
１
、
５
０
０
万
円
以
内

新
規
開
業
２
、
０
０
０
万
円
以
内

野
の
花
の
願
い
か
な
う

今
年
も
雨

六
月
二
十
八
日
、
恒
例
の

「は

な
し
の
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
休
暇

村
南
阿
蘇
セ
ン
ト
ラ
ル
ロ
ッ
ジ
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
春
先
よ
り
暖
か
な
気
候

の
た
め
こ
の
日
の
主
役

・
ハ
ナ
シ

ノ
ブ
や
ツ
ク
シ
マ
ツ
モ
ト
等
の
野

の
花
は
例
年
よ
り
二
週
間
ほ
ど
早

く
開
花
し
、
野
草
園
の
野
の
花
た

ち
も
見
頃
の
時
期
を
過
ぎ
て
い
ま

し
た
が
コ
ン
サ
ー
ト
に
合
わ
せ
て

栽
培
を
し
て
い
た
鉢
の
野
の
花
で

会
場
を
お
お
い
ま
し
た
。

尚
綱
中
学

・
高
校
マ
ン
ド
リ
ン

ク
ラ
ブ

（宮
尾
光

一
先
生
指
揮
）

が
奏
で
る
澄
ん
だ
音
色
や
、
高
森

小
学
校

の

（は
な
し
の
ぶ
合
唱

団
）
合
唱
な
ど
で
約
二
千
人
の
聴

衆
の
皆
さ
ん
を
最
後
ま
で
魅
了
さ

せ
ま
し
た
。

ま
た
午
後
か
ら
は

『花
と
遊
ぼ

う
』
と
題
し
て

「こ
の
花
な
～
に
」

と
野
草
園
で
自
然
観
察
会
が
行
わ

れ
大
勢
の
参
加
者
た
ち
は
、
野
に

咲
く
ほ
ん
も
の
の
野
草
に
魅
入
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は

「野
の
花

に
語
り
か
け
る
」
コ
ン
サ
ー
ト
と

し
て
、
自
然
に
感
謝
し
自
然
を
守

る
大
切
さ
を
み
ん
な
で
考
え
よ
う

運
転
資
金
１
、
０
０
０
万
円
以
内

た
だ
し
、
必
要
と
す
る
資
金
の

８
０
％
以
内

◆
資
金
使
途
　
設
備
、
運
転
資
金

◆
融
資
利
率

年
２

・
３
０
％
以
内

◆
融
資
期
間

設
備
資
金
　
７
年
以
内

（う
ち

据
置
１
年
以
内
）
運
転
資
金
５
年
以

内

（う
ち
据
置
６
月
以
内
）

◆
信
用
保
証
　
す
べ
て
信
用
保
証

協
会
の
保
証
付

（保
証
料
０
・
７

５
％
）

◆
申
込
先
　
高
森
町
商
工
会

◆
詳
し
く
は
　
県
庁
商
工
金
融
課
ＴＥＬ

０
９
６
・
３
８
３
・１
１
１
１
又
は
、

高
森
町
商
工
会

ＴＥＬ
２

・
０
２
７
４

育
児

・
就
学
巡
回
相
談

専
門
の
医
師

・
教
師

・
福
祉
行
政

の
担
当
者

に
よ
る
身
心
に
障
害
の

あ
る
子
ど
も
た
ち
の
育
児
・就
学
等

に
関
す
る
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

◆
日
時

七
月
二
十

一
日

（金
）

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

午
後
三
時
三
十
分
ま
で

◆
場
所
　
大
津
町
町
民
交
流
施
設

（オ
ー
ク
ス
プ
ラ
ザ
）

◆
詳
し
く
は
　
町
教
育
委
員
会

■
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
６
７
）

又
は
、
県
教
育
庁
高
校
教
育
課
特
殊

教
育
指
導
係

■
０
９
６

・
３
８
３

・

１
１
１
１

（内
線
６
６
５
６
）

と
開
催
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

心
な
い
人
た
ち
に
よ
る
野
草
の

盗
掘
や
山
野
や
河
川
に
捨
て
ら
れ

た
ゴ
ミ

・
・
・
自
然
は
泣
い
て
い

ま
す
。
怒

っ
て
い
ま
す
。
す
ご
い

仕
打
ち
が
く
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
い
や
、
も
う
そ
こ
ま
で
来
て

い
ま
す
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
機

会
に
自
然
の
大
切
さ
を
見
直
し
ま

しヽ
よ
ヽ，
。

第
１４
回
阿
蘇
の
野
の
花

歌
詞
募
集
特
選
歌

作
詞
　
村
田
　
隆
子

作
曲
　
林
田
戦
太
郎

野

に
咲

く

花

は

一
、
阿
蘇
の
野
に
咲
く
　
春
り
ん
ど
う

見
お
と
し
そ
う
な
　
足
も
と
を

一
面
う
め
て
咲
く
花
は

私
の
好
き
な
色
で
し
た

二
、
阿
蘇
の
野
に
咲
く
　
は
な
し
の
ぶ

う
す
む
ら
さ
き
の
　
花
も
よ
う

や
さ
し
い
友
の
お
も
か
げ
を

う
つ
し
て
い
る
よ
な
色
で
し
た

三
、
阿
蘇
の
野
に
咲
く
　
姫
ゆ
り
は

心
も
や
し
た
　
青
春
の

遠
い
音
を
な
つ
か
し
む

夕
や
け
雲
の
色
で
し
た

四
、
阿
蘇
の
野
に
咲
く
　
吾
亦
紅

萩
に
な
で
し
こ
　
お
み
な
え
し

母
の
残
し
た
友
禅
も
よ
う

そ
っ
と
し
ま

っ
た
色
で
し
た

ト

し

サ

回
な

ン

知
は

コ

未
婚
の
母
で
児
童
が
父
に
認
知
を
受
け
、
今
ま
で
は
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
方
、
今
回
の
改
正
で
支
給
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

七
月
中
に
認
定
請
求
を
行
う
と
八
月
分
の
手
当
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
　
町
民
福
祉
課
福
祉
係
ま
で
ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
３
２
）

●  ●

●  ● F初

●■■■D

元気よく「白い雲」と「ピクニック」を歌い観衆から大きな拍手

をもらつた高森小学校はなしのぶ合唱団 指揮は櫻丼美貴先生

盆を迎えるご家庭」

の記事について

特
選
の
村
田
さ
ん

（菊
陽
町
）
は
、
「よ

く
主
人
と
高
森
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
自
然

が
す
ば
ら
し
く
、
野
の
花
が
と
て
も
好
き

で
し
た
の
で
こ
の
歌
詞
は
思
う
が
ま
ま
に

書
き
ま
し
た
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

コース名 男子試験日 女子試験日

二等陸・海・空士 9月 16日 9月 28～ 29日

一般曹候補士 9月 19日 9月 19日

一般曹候補学生 9月 19日 9月 19日

航空学生(ハ

°
イロットコース) 9月 23日 9月 23日

看護学生 10月 29日

防衛大学校学生 (一般) 11月 14～ 15日 11月 14～ 15日

防衛医科大学校学生 11月 7～8日 11月 7～8日

阿
蘇
広
域
行

‐‐
政
専
務
組
合
で
は
次
の
と
お
り

職
員
を
募
集
し
ま
す

昭
和
四
十
四
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
六
年

四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

（た
だ
し
消
防

職
員
は
昭
和
五
十

一
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

五
十
六
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
）

一
般
事
務

一
名
程
度
・技
能
労
務
職

一
名
程
度
・

寮
母

一
名
程
度

・
消
防
職
員
三
名
程
度

九
月
二
十
日

（日
）
予
定

七
月
下
旬

受
験
申
込
書
な
ど
問
い
合
わ
せ
は

２
２
２
４
　
阿
蘇
町
大
字
蔵
原
八
八
五
の

一

阿
蘇
広
域
事
務
組
合
事
務
局
　
総
務
課

・
３
４

・
１
１
２
３

ＴＥＬ

０

９

６

７

■
受
験
資
格

■
職
　
　
種

■
試

験

日

■
受
付
期
間

■
受
験
案
内

〒
８
６
９

・

第 15回阿蘇の野の花歌詞募集

11月 30日 まで (詳細は次号掲

は

載)

(18)7ノ15(水)7ノ27(月 )8ノ5(ホ|)   時間10時から15時まで役場の支払日

マン ドリンの調べに観衆はうつとり

(3)

お知らせのへ
°ロデ

騎嗣書慇
"ド

12髯

■
」

_・ =11,1 _‐
・

1ず |
皆様方の早期発行のご

要望にお応 えして、今年

は7月 28日 までの内容で、

広報誌 とは別に
-7月 29日

に「広報たか もり号外」と

して全世帯に配布します。 (こ れ以降の追加、

変更は各組回覧)次の場合は町民係まで、至急

連絡して ください。

◎掲載を希望されない場合 ('∫1年度に変更さ

れる場合など)

◎お亡 くな りになられた方が本町に住所が無

かったが、本町で初盆を迎えられるなどで、本

記事への掲載を希望される場合

TEL2‐ 1111 内線 133番 町民係

(左 )

りヽ力
″

市

におし

職 員 募 集



全
国
の
選
手
回

五
百
人
が
集
う

来
年
、
十
月
二
十
三
日
か
ら
二
十

八
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
国
体
の
テ
ニ

ス
競
技
は
久
木
野
村
そ
し
て
本
町
で

開
催
さ
れ
る
も
の
で
、
久
本
野
で
は

成
人
男
子
の
部
、
本
町
で
は
成
年
女

子
と
少
年
男
女
の
部
の
競
技
が
行
わ

れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
も
久
本

野
村
と
連
携
を
と

っ
て
各
種
の
準
備

作
業
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

七
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
六
日
ま

で
高
森
町
民
体
育
館
と
休
暇
村
南
阿

蘇
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア

南
阿
蘇
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
全
国
都
市

対
抗
テ
ニ
ス
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
は
来
年
の
国
体
の
た
め
の
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
で
、
国
体
の
競
技
分

け
と
は
異
な
り
全
国
か
ら
三
十

二

チ
ー
ム

（
一
チ
ー
ム
十
四
名
）
の
参
加

に
よ
り
高
森
と
久
本
野
の
両
会
場
に

分
か
れ
て
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
言
っ
て
も
受
け

入
れ
や
運
営
な
ど
の
準
備
は
来
年
の
国

体
と
ほ
ぼ
同
じ
体
制
と
規
模
で
行
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

競
技
に
つ
い
て
は
熊
本
県
テ
ニ
ス

協
会
が

「競
技
本
部
」
を
組
織
し
、
ま

た
、
競
技
以
外
の
大
会
運
営
全
般
に

つ
い
て
は

「実
施
本
部
」
を
組
織
し
、

役
場
職
員
や
関
係
団
体
、
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
の
皆
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
て

進
め
て
い
き
ま
す
。

今
後
は
こ
の
大
会
の
結
果
を
基
礎

と
し
て
、
来
年
の
本
大
会
の
計
画
を

策
定
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

競
技
内
容
と
そ
の
た
め
の
準
備
な

ど
詳
し
い
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

]■

“

『

を 鰤 僣
い
よ
い
よ
始
ま
る
国
体
関
連
の
競
技
大
会
　
来
年
の
国
体
ま
で
日
自
押
し
　
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

神 広 所 富 静 鹿 長 横 新 願 し
い
し
ま
す

実行委員会会長 (町長 )

実施本部長

副本部長 (収入役・教育長)

大会企画 、進行

広報記録、通信、交通、

警備、防災など

大会施設整備管理

バス・車両運行及び管理

駐車場運営管理

環境美化、保健、医療

開会式、閉会式企画進行

選手 。一般受付、接待

売店設置計画、管理

振興策策定

観光案内、宿泊案内

競 技 本 音邸 県テニス協会

戸 島 沢 山 岡
菖

野 浜 潟

市 市 市 市 市 市 市 市 市

熊 高 松 旭 ノヽ 大 四 京
本         ロ

烏
森 山 川 戸 津

需
都

叢 町 市 市 市 市 市 市

選
手

みんなで観戦
展開される

国内最高レベルの好試含

7/23～ 26は
1競

F技
会場 に全員集 合 JJ

もちろんすべてス場無料

が
九
州
地
区
を
代
表

し
、
高
森
町
チ
ー
ム
と

て
出
場
。
応
援
を
お

‐ ヽ

●  ●

●  ●

第
二
十
二
回
　
全
国
都
市
対
抗

テ
ニ
ス
大
会

日

程

表

▼
七
月
二
十
三
日

午
後
三
時
　
監
督
会
議

体
暇
村
南
阿
蘇
会
議
場

午
後
五
時
　
開
会
式

町
民
体
育
館

午
後
六
時
　
レ
セ
プ
シ
ヨ
ン

▼
七
月
二
十
四
日
～
二
十
六
日

午
前
九
時
～
午
後
五
時

試
　
〈口
　
各
競
技
会
場

▼
七
月
二
十
四
日

午
前
八
時
半
～
午
後
二
時

国
体
応
援
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン

＊
先
着
順
に
国
体
記
念
品
贈
呈

▼
七
月
二
十
六
日
　
決
勝
戦

午
前
十

一
時
頃
　
閉
会
式

町
民
体
育
館

高
森
峠
の
句
碑
七
基
に

高
森
峠
の
千
本
桜
公
園
で
整
備

が
進
ん
で
い
る
「句
碑
の
森
」
に
今

年
新
た
に
二
基
の
句
碑
が
設
置
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
の
五
基
と
合
わ
せ

て
七
基
と
な
り
ま
し
た
。

高
森
の
俳
人
故
山
村
霊
山

（本

名
乙
次
郎
）
氏
と
東
京
の
故
曽
宮

一
念

（本
名
喜

一
）
氏
の
二
作
が
設

置
さ
れ
、
い
ず
れ
も
高
森
峠
の
景

観
を
詠
ん
だ
作
品
。

四
月
十
九
日
に
は
、
関
係
者
約

二
十
名
が
出
席
し
除
幕
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

「野
の
花
と
風
薫
る
郷
」
か
ら
文

化
の
薫
り
高
い
高
森
町
の
あ
か
し

と
し
て
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

10 6月 8日現在 )求人 内 (南

②

③

④

⑤

２

１

１

１

２

F可属藤ナ也

告
一

子

誌

男

‘

☆

①

大型貨物運転士

280,

300,

0

8

②

はほんの

正 看護婦⑥ 5名

内容 す一部で

|こめわせ は早合ヽ

② 一般事務・

営業員・・・・

啄トラ淋―ル

姫イ|ヽレス、ウエイター・・

青果物出荷作業員

☆女子

① 縫製工 2名 ・18～

300,000円

230,000円

・3名 ・20～ 50歳 136,000～

・2名 ・25～ 36歳 170,000´V

2名 ・20～ 40歳 215,000～

1名 ・40～ 60歳 200,000～

8～ 30歳 115,500～ 115,500円

8～ 45歳 120,000～ 170,000円

1～ 55歳 195,000～ 225,000円

60歳 108,100～ 108,100円

45歳 128,100～ 138,100円

45歳 135,000´ ′ヽ200,000円

・ 2名 ・18

・4名 ・20

～ 30歳 670円～750/時間

歳以上 115,000～ 230,000円

2名 ・20

1名 ・20

2:名 ・20

～ 50歳 170,000～ 170,000円

～ 45歳 180,000～ 350,000円

～ 45歳 160,000～ 280,000円

販売員・・・・・・1

美容師及び見習・・1

③ 調理師

000円

000円

のほかにも求人はあります。

(0967-22-0040)糸 召介係′ヽ

七
月
十
四
日

（火
）

草
部
出
張
所
　
１０
時
～
１０
時
半

Ｊ
Ａ
草
北
　
　
Ｈ
時
～
Ｈ
時
半

野
尻
出
張
所
　
１３
時
～
１３
時
半

Ｊ
Ａ
河
原
　
　
１４
時
～
１４
時
半

統笏
哺卍
叩
用鵬畔

雌畷悧卿冊　３‐３‐帥牲鵬則畔

下
町
公
民
鮮
　
１
日

二ヽ
　

・

検察審査会法が施行され本年7月 12日 で50

周年になります。

交通事故や詐欺など、犯罪の被害にあつて警

察や検察庁に訴えたけれども、検察官が被疑者

(犯人と思われる者)を起訴 してくれない。こ

のような場合に不起訴処分のよしあしを、国民

中からくじで選ばれた 11人の検察審査員が

審査するのが検察審査会です。

詳しいお問い合わせは、

熊本市京町 1丁目 熊本地方裁判所内

察審査会」

審査会

325

「50周年を迎え

事務局

-2121
熊本検察

電話096-

平成 10年 7月 1日 か ら 8月 3日 まで 「愛の血液

助け合い運動」が実施 され ます。

医療に必要な血液製剤を県民の皆様の献血により

確保する体制の確立を目指し、400mL献血・成分

献血への一層の理解と協力を求めることを日的とし

ています。

なお、月間最終日の8月 3日 月曜日13時 30分 よ

り、熊本市下通り献血ルーム前にて、北海道旅行が

当たる「ハービットの旅」抽選会及び大学生による

ゲーム等を計画していますので皆様のお越しをお待

ちしています。

また、7月 1日 より平成 11年 6月 30日 までの 1

年間、熊本市内の映画館にて献血手帳をご提示いた

だきますと前売り券と同額の料金で入場できる映画

割引献血キャンペーンを実施していますのでご利用

ください。

熊本県赤十字血液センター □次の献血予定日 12月 21日 (月 )

998「
愛の血液

助け含い運動」月間

移動献血車がやってきます
あなたの善意をお寄せ ください

■と き  7月 27日 (月 曜日)

10時から 11時 30分まで

12時 30分から 16時まで

■ところ  林業総合センター

(17)

故山村霊山氏の曾孫による句碑の除幕

(4)

1999く まもと未来 体
「
日

Ｆ
ヒ

お知らせのへ
°―ゾ

E=コ

E==コ

実行委員会

認濾鑑
:計

ザシ

出
場
都
市
名

高

森

会

場

実施本部

愛 の 研 血
♂

ギ

1琴
~1

』．灌
鵬

ヽ
　

．』
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水
道
法
改
正

指
定
工
事
店
の
制
度
が

変
わ
り
ま
し
た

高
森
町
の
水
道
は
、
町
民
の
９１

パ
ー
セ
ン
ト
に
普
及
し
て
い
ま
す

が
、
蛇
日
か
ら
で
る
水
道
水
の
安

全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
供

給
す
る
水
が
安
全
で
あ
る
と
言
う

事
は
言
う
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、

加
え
て
、
各
家
庭
内
の
蛇
口
な
ど

の
給
水
装
置
が
適
正
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
各
水
道
事
業
者

（市

町
村
）
に
お
い
て
は
、
条
例
な
ど
に

基
づ
き
、
給
水
装
置
の
工
事
を
行

う
事
業
者
を
指
定
す
る
指
定
工
事

店
制
度
が
行
わ
れ
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
こ
の
制
度
は
市
町
村
ご

と
に
ま
ち
ま
ち
に
指
定
要
件
が
定

め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
広
域
的
な

事
業
活
動
を
阻
害
す
る
な
ど
の
理

由
か
ら
、
国
の
諮
問
機
関
で
あ
る

行
政
改
革
委
員
会
等
よ
り
規
制
の

見
直
し
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
た

と
こ
ろ
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
国
に
お
い
て
は
、
給

水
装
置
工
事
に
係
る
規
制
を
緩
和

す
る
た
め
、
平
成
八
年
六
月
の
第

百
三
十
六
回
国
会
に
お
い
て
水
道

法
の
改
正
が
可
決
成
立
し
公
布
さ

れ
て
い
ま
す
。

久

木

野

村

（熊
本
県
内
選
抜
選
手

が

九
州
地
区
を
代
表

し
、
久
木
野
村
チ
ー
ム

と
し
て
出
場
し
ま
す
。

応
援
し
て
く
だ
さ
い
。）

両
会
場

で
勝
ち

残

っ
た
チ
ー

ム

の

決
勝
戦
は
二
十
六

日

に
高
森
会
場

で

開
催
さ
れ
ま
す
。

さ
あ
　
は
じ
ま
り
ま
す

ま
ず
は
都
市
対
抗
テ
ニ
ス

大
会
の
成
功
か
ら

高
霧
町

・
回
体
推
進
皇

こ
の
水
道
法
の
改
正
は
給
水
装

置
工
事
の
技
術
者
の
全
国
統

一
的

な
資
格
制
度
を
設
け
て
資
格
を
有

す
る
工
事
事
業
者
で
あ
れ
ば
全
国

ど
こ
で
も
水
道
事
業
者
の
指
定
を

受
け
て
給
水
装
置
の
工
事
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の

で
す
。

給
水
装
置
と
は
、
町
で
管
理
し

て
い
ま
す
水
道
の
配
水
管
か
ら
分

岐
し
て
、
各
家
庭
に
引
き
込
む
給

水
管
と
、
こ
れ
に
直
結
し
た
給
水

用
具

（蛇
回
、
水
止
め
栓
、
湯
沸
器

等
）
を
給
水
装
置
と
い
い
ま
す
。
こ

の
給
水
装
置
は
、
水
道
使
用
者
の

皆
さ
ん
が
工
事
費
を
負
担
し
て
設

置
し
維
持
管
理
す
る
も
の
で
す
が
、

給
水
装
置
か
ら
の
水
の
汚
染
や
漏

水
等
を
防
止
す
る
た
め
、
皆
さ
ん

が
使
用
す
る
給
水
装
置
の
構
造
や

材
質
の
基
準
が
水
道
法
に
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
基
準
に
適
合
し
な
い
給
水

管
や
給
水
用
具
を
使
用
し
た
時
や
、

不
適
工
事
の
場
合
は
給
水
を
受
け

●

く
０
ヽ
ミ
コ
時
０
０
「

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

本
誌
、
五
月
号
で
募
集
し
た
国
体

リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町
で
は
大
会
の
次
の
セ
ク
シ
ヨ
ン

で
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に
約
二
百
五
十

人
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

来
年
も
募
集
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
式
典
司
会
ス
タ
ッ
フ

■
式
典
補
助

・
案
内
ス
タ
ツ
フ

■
手
話
通
訳
ス
タ
ッ
フ

■
カ
メ
ラ

・
ビ
デ
オ
ス
タ
ツ
フ

■
接
待
ス
タ
ツ
フ

■
会
場
美
化
ス
タ
ツ
フ

■
観
光
案
内
ス
タ
ッ
フ

■
駐
車
場
ス
タ
ツ
フ

■
式
典
演
奏
ス
タ
ッ
フ

■
競
技
補
助
ス
タ
ッ
フ

今
後
の
主
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

（今
年
、
本
町
で
行
わ
れ
る
も
の
）

◆
七
月
二
十
三
日
～
二
十
六
日

全
日
本
都
市
対
抗
テ
ニ
ス
大
会

◆
八
月
二
十

一
日
～
二
十
三
日

国
体
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

阿
蘇
郡
高
森
町
上
色
見
２
８
１
３
　
高
森
――――
民
体
育
館
内

電
　
話
　
２

・
２
９
９
ｌ

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
２

・
０
９
８
７

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

給
水
装
置
の
工
事
は
、
町
が
指

定
し
た
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
が
水
道
使
用
者
の
皆
さ
ん
の
委

託
を
受
け
て
施
工
す
る
こ
と

に

な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
の
所
在
等
わ
か
ら
な
い
場
合

に
は
、
町
役
場
水
資
源
対
策
課
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
７
０
）

物
価
講
演
会

近
年
、
農
産
物
に
お
い
て
は
、

有
機
農
産
物
、
遺
伝
子
組
み
替
え

食
品
等
、
多
様
化
し
て
お
り
、
消

費
者
の
健
康
、
安
全
性
等

へ
の
志

向
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

熊
本
県
主
催
の
物
価
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

■
日
時
　
平
成
十
年
九
月
九
日

午
後

一
時
半
～
三
時
半

■
場
所
　
熊
本
市
国
際
交
流
会
館

熊
本
市
花
畑
町
四
―
八

■
講
演
　
講
師
　
九
州
東
海
大
学

農
学
部
教
授
　
片
野
学
氏
　
テ
ー

マ

「安
全
、
安
心
、
安
価
な
食
生

活
　
～
お
金
の
か
か
ら
な
い
食
生

活
～
」
　

　

（申
込
み
必
要
）

詳
し
い
こ
と
は
、
熊
本
県
環
境

生
活
部
県
民
生
活
総
室

■
０
９
６

・
３
８
３

・
１
１
１
１

（内
線
７
４
１
０
）

7/23から「
'日

本部市
大 松 福 仙 新 福 札 つ

ロロ   ′

阪戸岡台鷹丼幌き
市 市 市 市 市 市 市 市

東 岡 豊 那 和 高 秋
ヨh

京山田覇許知
都 市 市 市 市 市 市

●

●

■
〈
コ札
姓̈
幅
日
木

（五
百
万
円
以
上
）
　

Ю

１０
時
半
か
ら
お
昼

毎
週
水
曜
日

ま
で

時
間

・
場
所
が

あ
り
ま
す
。

高
森
町
中
央
公
民
館

お
た
ず
ね
は
保
健
衛
生
係
ま
で
。

|キッズ
中

変
更
に
な
る
こ
と
が

出
場
都
市
名

久
本
野
会
場

ヽ_工

=I「
~
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1日屋国目み

休嗅 村商 闘 蘇 キ ヤ ン プ場

ル ロッジ
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当選番号等

1等  A・ B組共通
486861 564816

●ワイ ドテレビ ●ハンドヘル ドパソコン・デジタ
ルカメラ ●電動駆動補助力付自転車 ●液晶デ
ジタルカメラ(4点の中から1点 )

●コンパクトカメラ ●ふるさと小包6個 ●オープンレ
ンジ ●キッチンセット(外国製品)●ポータブルMDプ
レーヤー ●高級掛け・敷きふとんセット(6点の中から1点)

Fヨ      ロロ

2等 A・ B組共通

下5けた 41777

き、

、7月 15

だ引 き替 え

状 3等 (ふるさと小包賞)A・ B組共通

下4けた28465938 ●ふるさと小包 (精 選100品目の中から1点選択)

っていま

方ヽ は、お

くの

リ
4等 (お年二瞬ン~卜賞)

下2けた 23、 89、 95
●お年玉切手シート(50円 +80円 )

ください。

確かめの

なお、

工  事  名 工 期 請負金額 (円 ) 請 負 者

取首・水湛線道路舗装工事 6/15～ 8/12 5,197,500 嗽)西 田建設

上村山線道路排水工事 6/15～ 9/10 5,932,500 0佐藤建設

大村 。前原線側溝改修工事 6/15～ 9/25 7,717,500 (有)三森建設

中学校線側溝改修工事 6/15～ 10/12 9、 807、 000 侑)興椙建設

天神 ・前原線道路改良工事 6/15～ 9/10 5,880,000 (有)後藤建設

津留・豆塚線側溝新設工事 6/16～ 9/10 6,163,500 筒)石原建設

赤羽根地区本管布設替工事 6/19～ 8/10 5,481,000 (株)藤本組
子育ての悩み、話し合いしましよう

(5)

お知らせのへ
°―ゾ

=

猿

u
20日

1999く まもと未来国体

忘れていませんか ?お年玉賞品の引き替え

会会場周辺 案内

休 唄 村南 向藤

駐  車  増
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渡辺しA穴づの

高
森
温
泉
館
　
平
成
九
年
度
も
好
調

平
成
六
年
十

一
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
高
森
温
泉
館
も
四
年
目
に
な

り
ま
し
た
。
各
町
村
が
こ
ぞ
っ
て
公
営
温
泉
を
設
置
し
て
い
く
中

で
、
入
館
者
が
大
幅
に
落
ち
込
む
の
で
は
と
心
配
さ
れ
た
平
成
九
年

度
も
当
温
泉
館
は
年
間
三
十
四
万
八
千
人
弱

（
一
日
平
均
千
人
）
も

の
人
が
入
館
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
他
の
公
営
温
泉
に
負
け
じ
と
職
員

一
同
頑
張
っ
て
い
ま
す

の
で
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
●
●

「

「燃
え
る
若
き
や
も
ん
」
「お
母
さ
ん
と
い
っ
し
よ
」
「動
物
は
友
だ
ち
」
登
場
者
募
集
中
。
　

　

一
般
の
方
の
肥
後
狂
句
、
短
歌
、
俳
句
、
詩
な
ど
の
作
品
も
お
寄
せ
下
さ
い
。

●  ●

いつば
～
い 七夕に願いをこめて !

6月 18日 、高森保育園でお年寄
ηl・

園児の七夕づ くりが行われ、お

年寄 り15名 と年長組の30名 の子どもたちは願いのいつぱい込められ

た七夕飾 りを高森駅に飾 りました。飾 り付けが終わった後は、みんな

で昼食会。楽しい一 EIを 過ごしました。

お年寄 りと子どものふれあいを目的に、毎年行われてお り、園児も

お年寄 りも楽しみにしています。

今
年
も
手
話
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
す

(6)

～
高
森
高
校
で
３
月
ま
で
～

高
森
高
校
で
は
地
域
に
根
ざ
し
、
地
域
文
化
と
生
涯
学
習
面
で
の
向
上

を
目
的
に
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
図
書
館
の

一
般
開
放
や
パ
ソ
コ
ン

。
ワ
ー

プ

ロ
教
室
な
ど
、
一
般
を
対
象
と
し
た
講
座
を
た
く
さ
ん
開
講
さ
れ
て
い

ま
す
。

昨
年
好
評
で
し
た
手
話
教
室
を
今
年
度
は
七
月
か
ら
三
月
ま
で
、
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
手
話
は
聴
覚
障
害
者
の
皆
さ
ん
が
社
会
に

参
加
さ
れ
て
い
く
た
め
の
、
最
も
大
切
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法

で
す
。

み
ん
な
が
明
る
く
楽
し
い
社
会
生
活
を
お
く
る
た
め
に
、
み
ん
な
の
心

を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
中
途

か
ら
の
参
加
も
結
構
で
す
。

ま
た
、
高
森
高
校
図
書
館
で
は
手
話
に
関
す
る
本
も
多
数
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。　
一
緒
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手
話
教
室
の
予
定

■
日
時
　
七
月
か
ら
二
月
ま
で
の

第

一
・
第
三

・
第
五
土
曜
日

午
後

一
時
か
ら

（
一
時
間
三
十
分
程
度
）

（夏
体
み
期
間
中
は
未
定
）

■
場
所
　
高
森
高
校
図
書
館

■
内
容
　
手
話
に
つ
い
て
の

一
般

講
話

・
手
話
の
実
技
指
導

■
講
師
　
熊
本
県
ろ
う
者
福
祉
協

会
の
皆
さ
ん

問
い
合
わ
せ
は

高
森
高
等
学
校
　
ＴＥＬ
２

・
０
１
８
５

ま
た
は
、
高
森
町
役
場
町
民
福
祉
課

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
３
１
）

●

鯉
の
ぼ
り
　
緑
の
風
が
お
い
し
そ
う

空
袋
　
子
猫
土
産
に
戻
ら
し
た

予
定
変
更
　
山
の
天
気
は
紙
め
ら
れ
ん

予
定
変
更
　
反
省
会
ア
ウ
ー
ロ
ン
茶

暗
雲
　
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
噛
み
合
わ
ん

暗
雲
　
給
料
の
無
ァ
給
料
日

ひ
と
し
き
り
　
花
火
で
終
る
恋
も
あ
る

空
袋
　
事
件
の
鍵
の
あ
る
ご
た
る

予
定
変
更
　
体
育
館
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク

点
滅
の
　
螢
火
思
い
で
　
連
れ
て
来
し

老
鶯
や
　
根
子
の
山
裾
　
幾
曲
り

入
院
の
　
夫
に
通
い
て
　
梅
雨
に
入
る

泰
然
と
　
師
の
句
碑
座
し
て
　
夏
木
立

梅
雨
晴
間
　
幾
と
せ
振
り
の
　
嫁
ふ
け
り

父
の
日
の
　
好
み
に
合
は
せ
　
贈
り
来
る

念
佛
に
　
出
合
い
し
　
一
卜
日
　
京
の
梅
雨

園
児
服
　
先
ず
濯
ざ
終
え
　
梅
雨
晴
間

ほ
ほ
え
み
し
　
遺
影
の
夫
と
　
初
夏
の
旅

方
向
を
　
定
め
て
追
い
し
　
螢
か
な

稚
児
百
合
の
　
身
丈
二
寸
の
　
気
品
か
な

肥

後

狂

旬

　

　

皐
月

（阿
蘇
御
神
火
会
）

=壼
豊,

_コ ″ ▲

▼二ヽ

旬

（高
森
菜
の
花
句
会
）

‡趙
ll鰈
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●POETRY PAGE

ヽ

鶯

馬
原
　
馬
笑

林
　
　
不
忘

田
上
黙
公
子

松
野
　
笑
声

琴
司

雲
海

一
士戸

蘇
仙

南
天

弥
永
　
蕗
子

内
田
　
フ
ミ

吉
井
千
恵
子

桐
原
　
　
寿

後
藤

つ
み
子

林
　
　
久
恵

山
村
ふ
み
子

古
庄
　
泰
子

平
田
ル
リ
子

馬
原
　
要
子

岩
下
　
扶
美

浦 堀 林 渡 岡
塚 田 田 辺 本

昨年の手話教室から (高森高校図書館)

(15)
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一浚
寧

平成 9年度月別利用

※ 1日千人のベース

月 営業日数 入館者数
前年度

利用者(平成 8年度)

4 29 29,778 34,359
5 30 31,705 39,036
6 29 24,326 261515

7 30 28,369 30,452
8 30 55,017 54,136
9 29 28,322 34,384
10 28 27,595 29,850

11 28 30,724 31,273
12 29 18,639 19,215

30 28,199 27,967

2 26 19,264 21,332

3 30 26,017 28,201

=↓口 l 348 347,957 376,720
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温泉館体館のお知 らせ

7月 は機械整備点検のため

14日、15日、16日 の3日 間

休館させていただきます。

御迷惑をおかけしますがよ

ろしくお願いします。
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L
S

Lこの徹,あなたの穂が生きている

平成 10年 (度)分特別減税額がアップします。

*所得税額 (平成 10年分)・ 個人住民税所得害」額 (平成 10年度分)がそれぞれ上記の合

計額を下回る額のときはその額が減税額になります。

規
模
別

ル
大
会

小
　
準
優
勝

五
月
三
十

〓
日
と
六
月
六
日
に
乙
姫
小

（阿
蘇

町
）
、
宮
地
小

（
一
の
宮
町
）
で
行
わ
れ
た
小
学
校
体

育
連
盟
主
催
規
模
別
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
Ｃ
群
出

場

（十
六
チ
ー
ム
参
加
）
の
車
部
南
部
小
学
校
チ
ー
ム

が
堂
々
の
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

暑
い
中
の
試
合
で
し
た

が
子
ど
も
た
ち
は
、
気
を

抜
か
ず
頑
張
り
、　
一
回
戦

か
ら
準
決
勝
ま
で
先
制
点

を
取
る
こ
と
が
で
き
チ
ー

ム
の
雰
囲
気
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、　
一
。
二
回
戦
は
、
相

手
チ
ー
ム
を
ノ
ー
ヒ
ツ
ト

に
押
さ
え
、
大
差
で
勝
ち

進
み
、
準
決
勝
で
は
、
高

森
東
中
と
熱
戦
を
繰
り
広

げ
九
対
六
で
決
勝

へ
と
駒

を
進
め
ま
し
た
。

惜
し
く
も
決
勝
で
は
馬

見
原
小
学
校

（蘇
陽
町
）

に
破
れ
は
し
た
も
の
の

一

生
懸
命
に
練
習
し
た
成
果

が
現
れ
、
ど
の
児
童
も
満

足
げ
で
し
た
。

1‖‖|‖

「
,|‖III!‖

所
得
税
の
予
定
納
税
第

一
期
分

の
納
期
限
は
八
月
三
十

一
日

平
成
十
年
分
所
得
税
の
特
別
減

税
が
実
施
さ
れ
、
予
定
納
税
の
あ

る
方
は
、
予
定
納
税
額
か
ら
特
別

減
税
額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
予
定
納
税
額
の

通
知
を
例
年
よ
り

一
ヶ
月
遅
ら
せ

る
と
と
も
に
、
第

一
期
の
予
定
納

税
額
の
納
期
等
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

１
、
納
期
限

所
得
税
第

一
期
分
の
予
定
納
税

の
納
期
限
は
八
月
二
十

一
日
（月
）

で
す
。

振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方
は
、

納
期
限
に
指
定
の
金
融
機
関
口
座

か
ら
自
動
的
に
納
付
さ
れ
ま
す
の

で
ご
準
備
下
さ
い
。
そ
の
他
の
方

は
、
納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金

融
機
関
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

２
、
予
定
納
税
特
別
減
税
額

予
定
納
税
特
別
減
税
額
は
、
原

則
と
し
て
、
平
成
九
年
度
分
確
定

申
告
書
に
記
載
さ
れ
た
扶
養
親
族

等
の
数
に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
平

成
十
年
中
の
扶
養
親
族
等
の
数
の

異
動
等

に
よ

っ
て
生
じ
る
差
額

は
、
確
定
申
告
に
よ

っ
て
精
算
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

３
、
予
定
納
税
の
減
額
承
認
申
請

平
成
十
年
七
月
三
十

一
日
現
在

で
、
商
売
を
廃
業
し
た
り
、
災
害

で
財
産
に
損
害
を
受
け
た
場
合
な

ど
で
、
平
成
十
年
分
の
年
間
所
得

や
所
得
控
除
な
ど
を
見
積
も

っ
て

計
算
し
た
税
額
が
税
務
署
か
ら
通

知
さ
れ
て
い
る
予
定
納
税
額
よ
り

少
な
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合

に
は
、
予
定
納
税
額
の
減
額
を
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

場
合
に
は
、
八
月
十
七
日

（月
）
ま

で
に

「予
定
納
税
の
減
額
承
認
申

請
書
」
を
税
務
署
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
お
気
軽
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

阿

蘇

税

務

署

Ｔｅ
０
９
６
７

・
２
２

・
０
５
５
１

七
月
は
国
民
健
康
保
険
税

（三
期
）
の
納
期
で
す
　
　
納
期
限

（七
月
三
十

一
日
）
ま
で
に
は
納
め
ま
し
よ
う

奥阿蘇物産館前で花植えをする子どもたち

をす●|`°
't辮

1,

公
民
館
活
動
　
頑
張

つ
て
ま
す

草
部
公
民
館

・
草
部
子
ど
も
会
で
は
五
月
二
十

一
日
、

奥
阿
蘇
物
産
館
と
奥
阿
蘇
キ
ヤ
ン
プ
場
で
、花
植
え
や
鳥

の
巣
箱
の
設
置
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
あ
い
に
く
学
校
の
行
事
と
重
な
り
四
・
五

・

六
年
生
の
男
子
児
童
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ス

ズ
ラ
ン
や
え
び
ね
ら
ん
等
草
花
数
種
類
の
植
え
付
け
と

キ
ヤ
ン
プ
に
き
た
人
が
よ
り
多
く
の
鳥
の
さ
え
ず
り
を
聞

け
る
よ
う
に
と
巣
箱
を
取
り
付
け
ま
し
た
。少
し
で
も
多

く

の
人

に
、
草
部

の
良
さ
を

知

っ
て
も
ら
お
う
と
行

っ
た

も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
日
は
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
や
、
四
半
的
で
大
人

た
ち
は
爽
快
な
汗
を
か
き
、
午

後
か
ら
は
さ

つ
き
鑑
賞
会
や

子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
会

で

有
意
義
な

一
日
を
過
ご
し
ま

し
た
。

、ヽ

今
年
度
は
、
事
業
の
地
域
を
町

内
全
域
に
広
め
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
が
、　
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄

り
に

『お
元
気
で
す
か
』
と
は
が

き
を
書
い
て
も
ら

っ
て
い
る
協
力

の
お
礼
と
、
事
業
の
意
義
を
更
に

理
解
し
て
も
ら
い
た
い
と
町
内
の

小
中
学
校
等
に
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル

を
贈
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
高
齢
者
の

一
人

暮
ら
し

，
二
人
暮
ら
し
、
心
身
に

障
害
の
あ
る
人
等
社
会
的
に
弱
い

立
場
の
人
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域

や
家
庭
で
豊
か
で
充
実
し
た
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、
公
的
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
の
ほ
か
に
、
こ
れ
ら

の
人
を
取
り
巻
く
地
域
住
民
で
支

援
体
制
を
作
り
上
げ
、
本
人
の
能

力
に
応
じ
た
自
立
支
援
、
介
護
者

の
介
護
負
担

の
軽
減
を
図
る
た

め
、
親
戚
、
隣
人
、
友
人
等
に
よ

り
、
助
け
合
い
活
動
を
行
う
も
の

で
す
。
具
体
的
に
は
、
安
否
確
認
、

友
愛
訪
間
、
話
し
相
手
、
介
護
援

平
成
十
年
度
の
入
院
時
食
事
療
養

費
の
減
額
認
定
証
の
切
り
替
え
及
び

申
請
受
付
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

町
民
税
非
課
税
世
帯
で

「標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
が
必
要
な
方

は
、
お
早
め
に
中
請
し
て
く
だ
さ

平
成
九
年
度
に
減
額
認
定
証
の
交

付
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方
も
、
十
年

度
の
切
り
替
え
が
必
要
で
す
。
該
当

す
る
方
は
申
請
さ
れ
ま
す
よ
う
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

助
、
買
い
物
援
助
、
外
出
手
伝
い

等
が
あ
り
ま
す
。

折
か
ら
の
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ

サ
ッ
カ
ー
に
併
せ
、
小
中
学
校
七

校
や
保
育
園
、
幼
稚
園
に
贈
呈
。

阿
蘇
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
文
字
と

「や
ま
び
こ
君
」
の
絵
を
刷
り
込

ん
だ
ボ
ー
ル
で
子
ど
も
た
ち
は
早

速
元
気
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

○
国
民
健
康
保
険
証

○
老
人
医
療
受
給
者
は
受
給
者
証

○
印
鑑

（過
去

一
年
以
内
に
九
十
日
以
上
の

入
院
が
あ
る
方
は
そ
の
期
間
を
証

明
で
き
る
領
収
書
ま
た
は
医
療
機

関
の
入
院
証
明
書
が
必
要
）

お
問
い
合
わ
せ
は

税
務
課
　
国
民
健
康
保
険
係

２

・
１
１
１
１

（内
線
１
５
２
）

●  ●

●  ●

σ

′ ヽ
国
民
健
康
保
険
だ
よ
り

入
院
時
食
事
療
養
費
等
の
減
額
認
定
の
申
請

お
す
み
で
す
か
？
　
お
早
め
に
手
続
き
を
！

■■′
ノ

カ
ー
ボ
ー
ル
を
贈
塁

■
■
国

阿
蘇
郡
の
十
二
町
村
で
は
、
「み
ん
な
で
助
け
合
い
・支
え
合
う

地
域
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
昨
年
度
か
ら

「阿
蘇
や
ま
び
こ
ネ
ツ

ト
ワ
ー
ク
事
業
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

入院時食事代の標準負担額

(入院時の食事代の標準負担額は、高額療養費の対象とはな

りません。)

‘
Ｊ
■
■
口
▼

み
ん
な
の
ひ
ろ
ビ

′

「

‐
―

，

1

所得税の予定納税(第 1期分)

fq!f,nre
8831e*z

特別減税の額 所得税 個人住民税
′ヽ ■■
●■日 1

納 税 者

追加分 20,000円 9,000円 29,000円

当初分 18,000円 8,000円 26,000円

合  計 38,000円 17,000円 55,000円

扶養親族等

一人につ き

追加分 10,000円 4,5001]] 14,500円

当初分 9,000円 4,000円 13,000円

口 計 19,000円 8,500円 27,500円

一般加入者 1日 760円

住 民 税

非 課 税

世 帯 等

90日 までの入院 1日 650円

90日 を越 える入院
(過去 12ヶ 月の入院日数)

1日 500円

住民税非課税世帯等で

老齢福祉年金を受 けている人 1日 300円

(14)

元気に遊ぶ高森東小学校の子どもたち

(7)

ドヽ
=「

~~¬

‖鳳、
・‐iず

・

亀

阿
蘇
や
ま
び
こ
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
事
業

圏
轟

ド

　

ハ

ぽ
下ヾ̈

日
保
と
書
ス
医
療
は
助
け
含
い

‐鑢騨

１
１

“■

、
夕
一

響
ヽ
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三
年

■

野

醜

靱

在

麗
1今村町

ち
び
っ
子
た
ち
日
碁
で
国
際
交
流

近
年
、
青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
大
き
く
変
遷
し
、
い
ろ
い
ろ
な

ス
ト
レ
ス
を
か
か
え
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
中
、
囲
碁
の
教
育
的
側
面
を
活
用
し
、
簡
単
な
囲
碁
遊
び
を
通
し
て
人

間
性
の
発
掘
に
努
め
る
と
共
に
、
国
際
交
流
を
通
し
て
青
少
年
の
健
全
育

成
に
寄
与
し
よ
う
と
青
少
年
育
成
町
民
会
議
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

六
月
十
二
日
、
午
前
十
時
か
ら

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
ち
び
っ
子

囲
碁
教
室
が
開
催
さ
れ
、
町
内
の

保
育
園
や
幼
稚
園
の
園
児
約
百
五

十
人
が
、
今
村
町
長
や
ル
ー
マ
ニ

ア
の
囲
碁
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
フ
ラ

ン
ス
の
囲
碁
指
導
者
に
ド
イ
ツ
の

学
生
と
対
戦
し
ま
し
た
。
講
師
の

日
本
棋
院
所
属
安
田
泰
敏
八
段
の

親
切
な
指
導
で
子
ど
も
た
ち
が
ど

う
し
た
ら
相
手
の
碁
を
囲
め
る
か

碁
盤
を
見
つ
め
、
チ
ヤ
ン
ス
や
ピ

ン
チ
の
時
は
友
達
に

一
生
懸
命
応

援
を
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
高
森
小
学

校
の
児
童
が
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
囲

ち

碁
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
等
と
対
戦
、
既

ス

に
何
回
か
安
田
先
生
の
指
導
を
受

け
て
い
る
児
童
た
ち
は
、
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
を
も
負
か
す
勢
い
で
、
い

つ
も
の
授
業
で
は
見
る
こ
と
の
で

き
な
い

一
面
も
見
せ
ま
し
た
。

中
国
か
ら
六
世
紀
頃
に
伝
わ

っ

た
日
本
の
伝
統
ゲ
ー
ム
が
、
心
の

教
育
の

一
環
と
し
て
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。

野
尻

・
草
部
地
域
の
安
全
守
り
ま
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

高
森
警
察
署

横

野
尻
駐
在
所

田
　
壼思
　
治

本
年
四
月
の
異
動
で
野
尻
駐
在

所
勤
務
と
な
り
、
草
部
駐
在
所
も

兼
務
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
熊

本
市
内
と
城
南
地
区
で
勤
務
し
、

高
森
警
察
署
勤
務
は
初
め
て
で
す
。

家
族
は
五
人
で
す
が
、
子
ど
も

二
人
は
大
学
生
で
、
駐
在
所
に
は

妻
と
二
人
で
赴
任
し
て
お
り
ま
す
。

野
尻
駐
在
所
に
赴
任
し
て
感
じ

た
こ
と
は
、
「人
の
和
と
静
か
さ
」

で
す
。
人
の
和
と

い
う
の
は
、
「向

こ
と
わ
ざ

こ
う
三
軒
両
隣
」
と
い
う
諺
が
あ

り
ま
す
が
、
野
尻

・
草
部
地
区
は

人
情
味
豊
か
で
地
域
全
体
が
、
家

族
の
よ
う
に
生
活
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
す
。
静
か
さ
と
い
う
の
は
、

騒
音
が
無
く
鳥
の
声
で
目
が
覚
め

る
と

い
う
自
然
環
境

の
み
で
な

く
、
地
区
の
皆
さ
ん
全
員
が
故
郷

を
大
切
に
し
、
落
ち
着
い
て
生
活

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
人

情
豊
か
さ
か
ら
、
野
尻
、
草
部
地

区
を
第
二
の
故
郷
の
よ
う
に
感
じ

駐
在
所
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

懸
案
事
項
は
、
阿
蘇
地
区
の
観

光
誘
致
の
進
展
な
ど
に
よ
る
交
通

量
の
増
大
、
こ
れ
に
伴
う
交
通
事

故
か
ら
地
区
住
民
の
安
全
を
守
る

こ
と
及
び
平
成
四
年
に
発
生
し
た

尾
下
に
お
け
る
殺
人
事
件
の
早
期

解
決
で
す
。

こ
の
広
い
野
尻
、
草
部
地
区
の

平
穏
を
守
る
た
め
に
は
、
皆
さ
ま

の
ご
協
力
が
不
可
欠
な
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
住

民
の

一
人
と
し
て
野
尻
、
草
部
地

区
を
守
る
た
め
、
頑
張
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
前
任
者
同
様

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国際交流に一役買うルーマニアの囲碁チャンピオ

れさまでした 塚本

よろしくお願いします 飯干団長

本誌6月号記載でご承知のとおり消防団長の交替がありました。三期十二年間に

された塚本保雄さん (下町)が退団され、新しく飯干平朗さん (昭和)が団長と

消防団は、地域の生命・財産を守る重要な役目を担つており、347名の団員の和を

れていますので皆さまの消防に対するご協力とご理解をお願いします。

●  ●

●  ●

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
率
調
査
を
実
施
中

六
月
二
十
四
日
、
町
で
は
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
率
調
査
を
高
森
警

察
署
前
で
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
交
通
安
全
推
進
連

盟
の
取
り
組
み
と
し
て
県
下

一
斉

に
市
町
村
が
取
り
組
ん
だ
も

の

で
、
午
前
十
時
か
ら

一
時
間
行
い

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

調
査
結
果

（着
用
し
た
者
の
率
）

■
六
月
二
十
四
日

（県
下
５７
位
）

□
午
前
十
時
～
十

一
時

○
運
転
席
８２

・
４
％

○
助
手
席
８３

・
３
％

この度、消防団長に任命されました飯干です。本町の

団員は、現在347名ですが、過疎化による人口の減少

は団員確保にも苦慮するようになってきま

部地区の昼間の防災活動、消火活動に

です。団員確保のため分団長を辞めて

現状です。「もし火災が起 きた ら、 も

ら」 という危機管理の上からも

町民の皆様方に消防への

願いします。今後も、町民の生命

う誇 りを持ち続けて積極的に予

8月 1日 (土 )午前 4時～午前 10時

野尻‖|(大谷ダム流れ込み付近から川田代まで)

参加料 :

野尻川ヤマメの里育成会会員 500円

町内一般 1,000円 、日丁外一般 2,000円

大物賞、大漁賞など多数賞あ り

より完成

ンプもできるようになりました。

は大喜

ヤ

成会が中心となり地元の負担と町の助成

皆さまの釣り大会参加をお待ちしております。

したものです。まわりは芝や砂なども

小学生以下のつかみ取 り大会あり

詳しくは、育成会 TEL 5-0021ま で

ヤマメ釣り大会を前に野尻川の中流に休憩所とト

イレが完成しました。これは、野尻川ヤマメの里育

今年の釣り大会に間に合い育成会の

びで大会を迎えられます。

(8)

ます。

(13)

心
理
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暮鵬鑢聾鍾
ξてがマ

Ｆ卜
Ｌヽ

一

塚本前団長から

4月 30日 付けで私は、消防団長の職を辞しました。入

団以来 45年間勤めさせていただきましたが、その間歴

代町長さん、先輩団員の方々、消防関係職員の方々等の

ご指導ご鞭撻と団員皆さまのご協力、町民皆さまのご支

援により大過無く勤めることが出来ましたことは私の終

生忘れることのできない思い出となりました。皆さまの

ご厚意に感謝しますと共に厚 くお礼申し上げます。

後任には、新進気鋭の飯千平朗団長が就任し、全団員

一致協力し町民の生命、身体、財産を守る消防団の目的
まいしん

達成に邁進するものと確信しています。よろしくお願い

いたします。

Ｐ
Ｌ飯干新団長から

/

マメ釣り大会のお知らせ 釣り会場近くに



消
費
生
活
コ
ー
ナ
ー

集
中
豪
雨
は
、
短
時
間
の
う
ち

に
狭
い
地
域
に
集
中
し
て
降
る
雨

の
こ
と
で
梅
雨
の
終
わ
り
頃
に
よ

く
起
こ
り
ま
す
。

狭
い
地
域
で
突
発
的
に
降
る
た

め
、
正
確
な
予
想
は
困
難
で
、
河

川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
な
ど
に
よ

る
大
き
な
被
害
を
発
生
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
特
に
雨
に
弱
い
地

域
で
は
、
避
難
対
策
を
整
え
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

梅
雨
時
期
に
は
次
の
よ
う
な
対

策
を
立
て
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

☆
ラ
ジ
オ

・
テ
レ
ビ
な
ど
の
気
象

情
報
を
常

に
把
握
し
て
お
き
ま

しヽ
よ
つヽ
。

☆
町
の
防
災
関
係
機
関
の
広
報
を

よ
く
聞
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

☆
非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

☆
危
険
な
地
域
で
は
い
つ
で
も
避

難
で
き
る
態
勢
を
整
え
て
お
き
ま

し
よ
つヽ
。

新
築

・
改
築
後
の
住
宅
で
、
眼

が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
の
ど
が
い
た

く
な

っ
た
り
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

住
宅
建
材
に
使
用
さ
れ
て
い
る

ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
等
の
科
学
物

質
が
原
因
の

一
つ
と
し
て
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
三
～
四
年
間
に
被
害
が
急

増
し
て
い
る
と
し
て
、
国
民
生
活

セ
ン
タ
ー
か
ら
注
意
報
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

そ
こ
で
、
次

の
こ
と
に
注
意
し

キ
い
―
）
よ

つヽ
。

【身
を
守
る
た
め
に
は
】

・
住
宅
を
購
入
す
る
場
合
は
、
臭

気
や
刺
激
等
の
程
度
、
換
気
性
や

湿
気
対
策
な
ど
を
よ
く
確
認
す
る

こ
と
。

・
特
に
、
気
温
が
高
く
な
る
と
こ

れ
ら
の
化
学
物
質
の
揮
発
性
が
活

発
に
な
る
こ
と
か
ら
、
夏
場
の
新

築
や
改
築
直
後
の
入
居
は
避
け
る

方
が
望
ま
し
い
。

・
防
虫
剤
や
防
カ
ビ
剤
な
ど
、
揮

発
性
の
成
分
は
必
要
以
上
に
住
ま

い
に
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

☆
雨
ど
い
の
本
の
葉
や
土
ぼ
こ
り

を
掃
除
し
て
雨
水
が
流
れ
や
す
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
災
害
か
ら

弱
書

を
守

り
ま

し

よ
う

。

お
年
寄
り
や
子
ど
も
、
心
身
の

障
害
の
あ
る
人
、
病
気
の
人
な
ど
、

災
害
に
弱
い
と
さ
れ
て
い
る
人
々
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

☆
避
難
路
は
、
車
い
す
で
も
通
れ

る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
。

☆
耳
の
不
自
由
な
人
た
ち
に
も
避

難
勧
告
が
き
ち
ん
と
伝
わ
る
か
。

☆
病
気
の
人
の
保
護
や
医
療
体
制

は
万
全
か
。

な
ど
、
災
害
弱
者
の
身
に
な

っ
て

防
災
環
境

の
点
検
を
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
災
害
時
の
混
乱
や
被
害

が
大
き
い
ほ
ど
、
誰
も
が
殺
伐
と

し
た
気
持
ち
に
な
り
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
そ
ん
な
非
常
時
こ
そ
、

困

っ
て
い
る
人
や
災
害
弱
者
に
暖

か
い
思
い
や
り
の
心
を
示
す
こ
と

が
大
切
で
す
。

【症
状
が
で
た
ら
】

・
住
宅
を
離
れ
た
ら
よ
く
な
る
と

言
う
場
合
は
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
を

疑

っ
て
み
て
極
力
換
気
に
努
め
る

こ
と
。

・
揮
発
物
質
を
減
少
さ
せ
る
工
事

（
ベ
イ
ク
ア
ウ
ト
）
を
し
た
り
、
改

修
や
引

っ
越
し
を
考
慮
す
る
必
要

な
場
合
も
あ
る
。

・
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
が
原
因
と

分
か

っ
て
い
る
場
合
は
、
吸
収
、

分
解
す
る
商
品

（シ
ー
ト
、
空
気

清
浄
器
な
ど
）
を
使
用
し
て
み
る
。

・
住
宅
に
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
場
合
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

■
０
９
６

・
３
５
９

・
０
１
７
８

最
近
、
南
郷
谷
地
区
で
、
消
防

署
職
員
の
服
装
を
し
て
、
消
火
器

を
市
価
の
約
２
倍
の
値
段
で
訪
問

販
売
す
る
事
案
が
発
生
し
て
お
り

ま
す
。

こ
の
販
売
業
者
は
、
「消
防
署
か

ら
依
頼
を
受
け
て
販
売
を
行

っ
て

い
ま
す
。」
等
と
語
っ
て
い
ま
す
。

消
防
署
か
ら
、
こ
の
販
売
業
者

に
消
火
器
販
売
を
依
頼
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

消
火
器
を
購
入
さ
れ
る
場
合
は
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

高
森
警
察
署
　
ＴＥＬ
２

・
０
１
１
０

又
は
、
野
尻
駐
在
所
　
Ⅲ
５
・０
０

４
７
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

『シ
ツ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
』
に
ご
用
心

報
一ｈ
』
〓
一
為
一ヽ
コ
０ヽ
一鼈
∽鰤Ｌ
』錢

高
轟
屹
轟
置
だ
よ
り

―
―
尋

～

層

水
書
に
備
え
よ
う
～

◎
集
中
豪
雨
へ
の
備
え

熊本県物価通信講座生募集

物価問題に関心を持ちながら仕事や育児で学習の機会の少

ないあなた、通信講座で学習し、家庭や地域での活動に活か

してみませんか?

■募集対象者 18歳以上の県内在住者 (未受講者に限る)

■募集人員  90名
■期  間  平成 10年 8月 ～ 10月

■受 講 料  無料

■受講内容

(1)テ キス トの内容 (価格と物価、流通と物価、価格の決

まり方、法律と物価、国際化と物価、環境と物価、物価の安

定)

(2)学習方法 受講者にテキス ト配布し、家庭で学習する。

(3)添削等 ①各項目にクイズがあり答えを出した受講者

に「クイズの正解と解説」を返送する。②レポート(1回 )を

提出する。また、内容で不明な点は所定の質問用紙を提出し、

回答を返送する。

■応募方法

(1)応募期間 平成 10年 7月 1日 (水)～ 7月 17日 (金 )

(2)申 し込み方法 官製はがきに住所、氏名、年齢、性別、

職業、電話番号及び申し込み動機を記入し申し込む。

■受講者の選考 申込者が募集人員を越えた場合は抽選に

より選定する。

■申し込み・問い合わせ先

〒869-8570 熊本市水前寺 6-18-1

熊本県環境生活部県民生活総室消費生活係

TEL 096¨383-1111(内線 7411)

「クレジットロサラ金・カード110番」

個人の破産申立件数は、全国的にみると平成 9

年度は71,000件強 (最高裁判所発表)で前年度

を 1万 5千件 も上回り、なかで も熊本県はご存知

の通り人口比で見た場合の自己破産率が2年連続

して全国 1位 との数字がでています。

つきましては、クレジット・サラ金・カー

題に関する無料相談を実施いたします。多重

で苦しむ人の生活更正に役立てたらと、熊本

年司法書士会が下記のとお り行うものです。

■開催日時 平成 10年 7月 18日 (土 )

午前 10時～午後 4時 まで

■開催会場 熊本県司法書士会館

(熊本市大江 4丁 目4番 34号 )

1計目談電話  096-364-0800
*電話及び面談による無料相談

なお、この件についての

ご質問等は、
:〒:869-0445

宇土市浦田町 31番地

「クレジッ ト・サラ金

カード110番」

実行委員長 中村信二

電話  0964口22-2290
FA X 0964-26‐ 1027

ド問

債務

県青

●  ●

●●
阿蘇広域行政事務組合消防本部  南部分署  電話 2-9034

やつたぞ !九州大会出場

めざせ :全国大会

熊本県下 14消 防本部の消防職員 407名が参加 し、第 24回熊本県救

助技術大会が 6月 2日 熊本県消防学校 において開催 され ました。

阿蘇広域消防本部か らは 32名の選手が出場 し、大会当日はあいに く

の雨天で悪条件の中、日頃の厳 しい訓練の成果が実 り、各種 目ごと健闘

し入賞 しました。中で もはしご登はん競技において南部分署勤務の、芹

日正典、飯法師正 巳の両隊員が上位入賞 し、来たる 7月 16日 (本)に
宮崎県 日南市で開催 される九州大会に出場 します。

◎はしご登はん (36名出場中)

2位 飯法師正巳 15,005秒
3位 芹口 正典 15,175秒
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国民年命だより

み
ん
な
で
守
ろ
う

子
ど
も
の
歯
と
健
康

母
親
が
子
ど
も
を
甘
党
に
し
な

い
、
む
し
歯
に
さ
せ
な
い
育
て
方

を
心
が
け
て
い
て
も
周
囲
の
人
々

の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
と
子
ど
も

の
歯
や
健
康
を
守
る
こ
と
が
困
難

に
な
り
ま
す
。
特
に
夫
婦
共
働
き

で
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
や

ん
が
子
守
を
す
る
こ
と
が
多
い
家

庭
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
や
ん
に
と

っ
て
子
守
は
体

力
的
に
無
理
の
あ
る
部
分
も
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
甘
い
チ

ヨ
コ
レ
ー

ト
や
ク
ッ
キ
ー
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
な

ど
を
子
ど
も
に
与
え
、
育
児
の
面

倒
を
お
菓
子
に
頼

っ
て
い
る
部
分

も
あ
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
お
菓
子
は
子
ど
も
を
と

て
も
喜
ば
せ
可
愛
い
笑
顔
を
見
せ

て
く
れ
ま
す
。
こ
の
時
ほ
ど
お
菓

子
を
上
げ
た
甲
斐
が
あ

っ
た
と
思

わ
ず

に
は
い
ら
れ
な

い
こ
と
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
が

ま
だ
ま
だ
自
分
の
こ
と
が
良
く
で

き
な
い
小
さ
な
子
ど
も
に
と

っ
て

は
大
き
な
問
題
な
の
で
す
。
結
果

と
し
て
甘
党
で
む
し
歯
だ
ら
け
に

し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

子
ど
も
は
、
子
ど
も
の
周
り
に

い
る
み
ん
な
で
育
て
ら
れ
る
も
の

で
す
。
子
ど
も
の
健
康
は
そ
こ
そ

こ
の
家
庭
で
つ
く
ら
れ
て
い
く
も

の
で
、
ま
た
、
小
学
校
中
学
校
と

成
長
し
て
い
く
に
つ
れ
い
ろ
ん
な

と
こ
ろ
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

学
び
自
分
の
も
の
に
し
て
い
き
ま

す
。
そ
の
こ
と
を
良
い
も
の
に
す

る
に
も
悪
い
も
の
に
す
る
に
も
家

庭
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
生
活
習

慣
の
基
礎
が
大
き
な
要
因
に
な

っ

て
き
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
み
ん

な
で
子
ど
も

の
健
康
と
幸
せ
を

願

っ
て
育
児
方
針
に
つ
い
て
話
し

合

っ
て
み
る
こ
と
も
大
切
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
の
と
き
の
乳
歯
は
ど
う

せ
生
え
変
わ
る
の
だ
か
ら
む
し
歯

に
な

っ
て
も
い
い
、
な
ん
て
思

っ

て
い
ま
せ
ん
か
。

乳
歯
は
後
か
ら
生
え
て
く
る
永

久
歯
の
方
向
や
場
所
な
ど
に
影
響

を
与
え
ま
す
の
で
、
乳
歯
に
む
し

歯
が
で
き
て
し
ま
う
と
、
永
久
歯

の
歯
並
び
が
悪
く
な

っ
た
り
、
か

み
合
わ
せ
が
合
わ
な
く
な

っ
て
し

ま
い
ま
す
。

子
ど
も
が
小
さ

い
と
き
に
は

し
っ
か
り
と
み
が
い
て
あ
げ
、
正

し
い
歯
み
が
き
を
習
慣
づ
け
ま

，し
よ
つヽ
。

母
と
子
の

よ
い
歯
コ
ン
ク
ー
ル

五
月
二
十
二
日
、
阿
蘇
保
健
所

主
催

の
母
と
子
の
よ

い
歯

コ
ン

ク
ー
ル
阿
蘇
地
区
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
歯
並
び
や
歯
肉
の
状

態
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
て
審

査
が
行
わ
れ
、
町
内
か
ら
三
位
に

旭
通
の
楢
木
野
美
幸
さ
ん

。
た
く

ま
ち
ゃ
ん
親
子
、
上
色
見
大
村
の

牛
嶋
清
美
さ
ん
、
み
ず
ほ
ち
ゃ
ん

親
子
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

打
歯
の
む
し
歯
と

歯
並
び
の
関
連

乳
歯

が
む

し
歯

に
か
か

っ
て

い
る

と
生
え
か
わ
り
の
時
期
に
な
か
な

か
抜
け
な
く
て
、
下
の
永
久
歯
が

で
る
べ
き
場
所
に
で
ら
れ
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
と
ん
で
も
な
い
所
か
ら
永
久

歯
が
生
え
だ
し
て
、
歯
並
び
が

狂

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
ひ
ど
い
む
し
歯
で
抜
歯

し
た
場
合
で
も
、
で
き
た
隙
間
に

歯
が
寄

っ
て
、
永
久
歯
の
生
え
る

場
所
が
ふ
さ
が
れ
て
し
ま

い
ま

す
。
よ
い
歯
並
び
に
す
る
た
め
に

は
、
乳
歯
の
正
し
い
管
理
が
最
も

重
要
で
す
。

た
だ
、
乳
歯
に
ま

っ
た
く
む
し

歯
が
な
く
て
も
、
歯
並
び
が
乱
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

遺
伝
や
あ
ご
の
発
達
が
悪
く
歯
の

大
き
さ
と
の
間
に
不
調
和
が
起
き

た
り
等
の
他
の
原
因
が
あ
る
か
ら

で
す
。

歯
列
を
乱
す
原
因
に
は
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
が
、
よ
い
歯
並
び
に

す
る
第

一
歩
は
、
乳
歯
を
む
し
歯

に
し
な
い
こ
と
で
す
。
で
き
て
し

ま

っ
た
ら
、
早
め
に
治
療
す
る
こ

と
で
す
。

熊
本
県
歯
科
医
師
会

●  ●

●  ●

年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
期
間
が
不
足
し
て
い
る
！

～
そ
ん
な
人
は
任
意
加
入
を
し
ま
し
よ
う
～

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
免
除
を
受
け
た
期
間
、
合
算
対
象
な
ど
を

中だ
合
わ
せ
て
二
十
五
年
以
上
必
要
で
す
。
こ
の
受
給
期
間
を
満
た
せ
な
か
っ
た
人
や
満
額
の
年
金
が
受
け
ら
れ

帥

な
い
人
は
六
十
歳
以
降
六
十
五
歳
ま
で
引
き
続
き
国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
三
十
年
四
月

一
日
以
前
生
ま
れ
で
六
十
五
歳
ま
で
任
意
加
入
し
て
も
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

資
格
を
満
た
し
て
い
な
い
人
は
、
さ
ら
に
七
十
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

受
給
資
格
を
満
た
す
ま
で
の
期
間
に
限
ら
れ
ま
す
。
任
意
加
入
を
希
望
さ
れ
方
は
役
場
町
民
福
祉
課
国
民
年

金
担
当
ま
で
お
た
ず
ね
下
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
■
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
３
２
）

第 14回肥後獲鐘議ンク `'曝ル

締め切り 平成 10年 9月 11日 (金 )

応募資格 熊本県在住者

応募規定 自作未発表作品で国民年金

のふれあいや国民年金の必

要性、年金受給の喜びなど

をうたいこんだもの。

応募方法 作品を書いたハガキに住所、

氏名、年齢、電話番号、勤務

先 (学生は学校名と学年)、

勤務先の電話番号を明記下

さい。

応募先  〒 862-8570

熊本市水前寺 6-18-1

熊本県庁国民年金課内

「国民年金肥後狂句コンクー

ル」係、または高森町役場

町民福祉課国民年金担当

第9回イメージはがきコンテス ト

綴め切り 平成 10年 9月 11日 (金 )

応募資格 熊本県在住の中学生及び

小学 4、 5、 6年生

応募規定 自作未発表作品で 「親しみ

ある明るい国民年金」を表

現 したもの又は国民年金は

「世代と世代の助け合い」で

成 り立っていることを表現

したもの。

応募方法 作品を書いたハガキに住所、

氏名、年齢、電話番号、学校

名、学年を明記下さい。作品

は返却しません。

応募先  〒 862-8570

熊本市水前寺 6-18-1

熊本県庁国民年金課内
「イメージはがきコンテスト」

係、または高森町役場

町民福祉課国民年金担当

入賞   特選 1点、優秀賞 3点、

入選 10点、佳作 20点

*応募作品の著作権は主催者に帰属す

るものとします。

電言舌096-383-1111(内 線 7227)

入  賞  特選 1点 ,入選 3点 ,佳作

10点

*応募作品の著作権は主催者に帰属す

るものとします。

詳しくは熊本県健康福祉部国民年金課

◆みなさん よくかんで食べていますか?
小さい頃から「よくかんで食べる」習慣を身につけることが

大切です。よくかんで食べると、唾液の分泌をよくしたり、あ

この発育、発達を助けて、日の中の病気を防ぐ効果がありま

す。また、食べ物の消化吸収を助けたり、血液の循環を促し、

脳を活性化させるなど全身の健康にも良い影響を与えるといわ

れています。

◆丈夫な歯を作るポイント

○離乳食の食事を大切にする。

○歯磨き習慣を付ける。

○おやつに工夫をする。(子 どもの好きなおやつはケーキやア

イスクリームなどやわらかい食べ物や、甘い食べ物が中心で

す。このようなおやつに偏りすぎると、かむ力がつかなかった

り、むし歯になる原因になります。愛情のこもった手作りおや

つで好き嫌いの少ない子どもに育てましょう。)

楢木野さん親子牛嶋さん親子

嗜́や器みうや朴ちやρ
あ等驚へ0・

健康講座
‐|1昴藤婆ゞ|‐

1諄・ _t,1'鐵撻綴殿鵞残鼓11′緩′銀躍隧爾口露躍

"%′

イ

ラ

ス
ト
高

崎

康

誌

～かみかみおやつメニュー～ (5個分)

帽子のお菓子  亀全甕透累11¥′窺ζ徴
□材料

ギ ョウザの皮 (市販の物)10枚、卵

5個、卵自 1個分、チーズ 40g、 ち

りめんじゃこ 30g、 うどん 5本、 ミ

ニ トマ ト5個、揚げ油適量、マヨネー

ズ適量

□作り方

①卵5個 を固ゆでにし、半分に切っ

て黄身を取り出す。黄身とチーズ、

ちりめんじゃこ、トマトを半つぶしにして切った卵につめる。

②ギョウザの皮に①を中心にのせ、まわりに刷毛で卵FIを 塗

り、もう一枚のギ ョウザの皮をかぶせて手の平でぴったりは

りつける。

③ボウルに水・食紅で薄い赤色にし、うどんを浸して色を付

け、帽 Fの リボ ンにする。

④揚げ油を中火で熱し、帽子を入れて膨らんだら裏返してき

つね色に色ずくまで揚げ、出来上がり。好みでマヨネーズを

かけてもよい。

118mg、 ビタミンA4641u、 ビタ

ミンC4m9
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くかんで いつまでも丈夫な歯


